
第 ２２ 号
発行日:平成２８年１２月 １日
発 行 : 三春町立岩江中学校
電 話 : 0247－６２－８２９０
ＦＡＸ : 0247－６２－８３８０
E-mail: iwae- j@fcs .ed.j p

学校経営基本方針『こころ豊かに、たくましく』～「共に」語り合い、分かち合い、成長する学校～

【どちらが上ですか？ ～花の咲く植物と咲かない植物～】
校長室の植木鉢には、花の咲いているものと葉っぱだけのも

のがいろいろ置いてあります。本年度、本校は県より指定をう
け、道徳教育の研究に取り組んでいます。道徳の授業では、標
題・見出しに書いてあるようなことについても考えています。
決して、言葉遊びではなく、かといって、どうでもいいことで

は決してありません。可憐な花は見る人の心を華やかにしてく
れます。緑色の葉っぱは、人に元気といやしを与えてくれます。
社会の中での差別や偏見、いじめや無視はなぜ起こり、なぜ、

なくならないのでしょうか。本気になって学校でも取り組んでい
かなければならないことです。みんなが安心して過ごせる社会のために。起こってからではなく、
起こる前に考え、学んでいきたいと思います。二つの植木鉢の植物を見て、そんなことを考えま

した。

【たくさん集まりました！ ～保護者、地域のみなさんと共に、資源回収～】
１０月２９日（土）は、ＰＴＡ資源回収の日でした。前日の雨模様で心配されましたが、５:

５０に岩江小学校の駐車場に行くと、薄暗かったですが晴天、スポ少の保護者や選手のみなさん
とも一緒になりました。
担当の環境委員会のみなさんや生徒たちが次第に集まりはじめ、資源が山積みになってまいり

ました。子どもたちはどこから見つけてくるのか、次から次へと新聞・雑誌・空き瓶などを抱え
てやってきては、また、出かけていきました。本当によく働く子どもたちです。
環境委員会のみなさんも岩江地区の担当地区を何度も往復していただきました。回収された貴

重な資源、その収益は、ＰＴＡや生徒、学校のために有効に活用させていただければと存じます。
ありがとうございました。

【いつもありがとうございます！～消防団秋季検閲、バケツリレーで優勝しました。～】
１０月２３日（日）に、貝山グランドで行われた町消防団秋季検閲式・消防ふれあいデーに参

加してまいりました。消防車や消防団員が凜々しい姿で整列する中、消防団長さんや町長さんに
よる検閲が行われました。その後、消防ふれあいデーに移行、地区対抗でバケツリレーをするこ
とになり、有力（？）なメンバーとして議員さんや小・中の校長もかり出されました。貯水槽か



ら水をくみ、リレー先のタンクがいっぱいになる時間を競い、僅差ではありましたが、見事、岩

江チームが優勝いたしました。ほとんど消防団員さんのおかげでしたが。
日々、消防団のみなさんは、夜遅くまでパトロールをしていただくなど、地区の安全・安心の

ためにご尽力いただいています。本当にありがとうございます。これからもよろしくお願いいた
します。

【第６４回福島県ＰＴＡ研究大会郡山ブロック大会 田村Ｐ連も大活躍！】
１０月１５日（土）は、第６４回福島県ＰＴＡ研究大会郡山ブロック大会が、郡山女子大にて

行われました。平成２８年度より、県Ｐ大会はブロック大会のかたちで開催されることになり、
はじめて、郡山Ｐ連と田村Ｐ連の共同開催「郡山ブロック大会」となりました。
田村Ｐ連は、アトラクション、全体会、記念講演と、大会自体の全体的な部分を担当いたしま

した。全体会に先立ったアトラクションの背景にある横断幕や垂れ幕、全体会での会場設定や名
札、次期開催地いわき市への大会旗引き渡し、詩人和合亮一先生との折衝、お礼の言葉、花束贈
呈も田村Ｐ連が行いました。もちろん、記録写真や報告書の作成も担当しました。
田村Ｐ連所属の各単Ｐ会長様にもお手伝いいただきつつ、大会運営に責任をもって取り組み、

見事成し遂げた田村Ｐ連、そのがんばりに、田村Ｐ連の結束の強さを感じました。前年度の県Ｐ

大会開催準備会から諸活動の中心となって大活躍された前田村Ｐ連会長の伊藤晴之様に心より感
謝申し上げます。

【濡れた路面がいずれは氷に！ ～冬季の事故防止に万全を～】
１２月１日（木）師走の一日目は雨でした。坂になった路面は

雨に濡れ、鏡のようになっていました。この雨が雪になり、気
温が下がってブラックアイス状態になったときがいちばん危険
です。ブレーキをかけても車ごと滑ってしまい、止まるに止ま

れない状況になります。早めに方向指示器を出して、右左折の
意思を後続車に示すと共に、スピードを調節して、坂の途中で
止まらないような工夫も必要でしょう。もちろん、全席シート
ベルトは運転者の責任。シートベルトをしなければ発進しない
など、厳しさもいざというとき命を守るためには必要です。


